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1. はじめに

国立国語研究所では 2006年-2010年の期間に 1億語規模の書き言葉コーパス『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)(前川 (2007); 前川・山崎 (2008)) を構築し、2011年より一
般公開している。BCCWJは種々の母集団に沿った無作為抽出を実施することによって、高度
な均衡性・代表性を備えた均衡コーパスとなっている。しかし、その規模は、現代のコーパス
言語学の趨勢からすれば十分とはいいがたく、生起頻度の低い言語現象の被覆に問題がある。
そのためより大規模な日本語コーパスの構築が望まれている。この問題を解消するため、国立
国語研究所では 2011 年から 6 か年の期間で、Web を母集団とした 100 億語規模の超大規模
コーパスを構築する計画に着手した。本発表では、超大規模コーパスをどのようにして構築す
るか、どのような情報を付与するか、どのような検索環境を提供するのかなど、設計について
概説する。

2. 先行研究

Web スケールの言語資源として、クローラを利用して検索エンジンを運営している企業や
掲示板・ウェブサイトをホストしている企業により提供されている語彙表や n-gram 統計情
報がある。グーグルは「Web日本語 Nグラム第 1版」(工藤・賀沢 (2007))として、元データ
2550億語/200億文規模の語彙表・n-gramデータを作成し、一般公開した。バイドゥ株式会社
(2010a)は 2000-2010年にかけてのブログや掲示板のデータ 1000万文を対象に、月毎のコー
パス母集団を元に作成した「Baiduブログ・掲示板時間軸コーパス」の語彙表・n-gram統計情
報を公開した。また、同時期にバイドゥ株式会社 (2010b)はモバイル検索向けに収集したWeb

データを元に作成した「Baidu 絵文字入りモバイルウェブコーパス」の語彙表・n-gram 統計
情報も公開した。楽天は 2010年より「楽天データセット」としてレビューデータなどを公開
している (楽天技術研究所 (2010))。ヤフー株式会社は「Yahoo! 知恵袋」コーパス（2004年 4

月-2009年 4月）(ヤフー株式会社 (2007);ヤフー株式会社 (2011))を公開している。
自然言語処理を研究している機関においては、情報通信研究機構 (NICT)、京都大学などが、

それぞれクローラを用いて Web アーカイブを構築し、整形したデータを一般公開している。
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表 1 主なWeb スケールの言語資源

一般企業
グーグル 「Web日本語 Nグラム第 1版」

元データ 2550億語/200億文規模の語彙表・n-gramデータ。2007年 7月のスナップショット。
バイドゥ 「Baiduブログ・掲示板時間軸コーパス」

ブログや掲示板データを対象にした語彙表・n-gramデータ
2000-2010年 7月にかけてのブログや掲示板のデータ計 1000万文。月毎に母集団を設定。

バイドゥ 「Baidu絵文字入りモバイルウェブコーパス」
2010年 6月までにモバイル検索向けに収集したデータを元に作成された語彙表・n-gram統計情報。

楽天技研 「楽天データセット」 (2010年公開。以下は 2012年 8月公開版について)
楽天市場のレビュー (1660万レビュー)、楽天トラベルのレビュー (465万評価・レビュー)、
楽天ゴルフのレビュー (32万レビュー)、楽天レシピのレシピ情報 (44万レシピ)ほか。

ヤフー 「Yahoo! 知恵袋」コーパス第二弾
2004年 4月-2009年 4月の QA記事。質問数 2600万、回答数 7300万。

研究機関・大学・官公庁
NICT 「日本語係り受けデータベース」Version 1.1

6億ページ (約 430億文規模)の係り受け関係 4.8億対。
収集時期 2007年 5月 19日-11月 13日。

京大 「京都大学格フレーム」(Ver 1.0) 2009年 3月公開。
約 16億文規模のテキストから自動構築した約 4万用言の格フレーム。

NDL 「インターネット資料収集保存事業」
国・自治体・法人・機構・大学などのサイトと電子雑誌の保存事業。

個人
矢田 「日本語Webコーパス 2010」

2010年に ipadic-2.7.0の見出し語をシードとし Yahoo! Web APIからWebページ。
HTMLアーカイブ (1億ページ,非圧縮 3.25TB),テキストアーカイブ (非圧縮 395GB),
N-gramコーパス (文字,形態素)を配布。

例えば、情報通信研究機構は検索エンジン基盤 TSUBAKI (Shinzato et al. (2008)) を構築し、
約 345GB(非圧縮) 規模の日本語係り受けデータベース (情報通信研究機構 (2011)) を公開し
た。京都大学はWebデータ 16億文を用いて自動構築した格フレームを公開した (河原・黒橋
(2006);京都大学大学院情報学研究科黒橋研究室 (2008))。
官公庁においては、国立国会図書館 (NDL)は官公庁自治体のウェブサイトや冊子体から電
子版に移行した雑誌の保存を目的として、インターネット資料収集保存事業 (国立国会図書館;

関根 (2010))を 2006年より本格事業化している。
個人でも矢田 (2010)が形態素解析用辞書 IPADICの見出し語の Yahoo! Web APIによる検索
結果を収集することで約 396GB規模 (非圧縮)のテキストアーカイブを作成し公開している。
表 1に、一般に公開されている主なWebスケールの言語資源を示す。さまざまな技術の集
積により、検索エンジンを運営している企業やコンテンツを保持している企業だけでなく、個
人でもWebスケールの言語資源を構築することが可能になっている。

3. 超大規模コーパスの概要設計

本節では既存の技術を用いていかにして超大規模コーパスを構築するか、また、自然言語
コーパスとしての可用性をあげるためにどのような工夫を行うかについてくわしく説明する。
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表 2 超大規模コーパスの概要設計

収集
クローラ

Heritrix 3.1系
　
構造化
正規化技術

nwc-toolkit
形態素解析

MeCab/UniDic (国語研短単位, UniDic品詞体系)

CRF++ (国語研長単位, UniDic品詞体系)

JUMAN (益岡・田窪品詞体系)

教師なし形態素解析 (単語分かち書きのみ)

係り受け解析
CaboCha/京都大学テキストコーパス
CaboCha/BCCWJアノテーション基準

レジスタ分析
BCCWJメタデータ相当情報推定
スパムサイト等判定
クラスタリングによる文体論的分析

　
　

利活用
検索アプリケーション
文字列検索 (＋レジスタによるファセット分析)

品詞検索 (中納言相当)

係り受け検索 (ChaKi相当)

語彙表・n-gramデータ
語彙表 (出現形,形態論情報を含む)

n-gramデータ (基本形,形態論情報を含まず)

係り受け部分木 (基本形,形態論情報を含まず)

言語解析器
UniDic未登録語調査
頻度・共起情報を用いた言語解析器の改善

　
永続保存
ファイル形式

WARC形式 (ISO-28500)
情報アクセス

Open Source Wayback (ハーベスト)
NutchWAX (検索)

キュレーション
Web Curator Tool

我々が構築する予定の超大規模コーパスの概要設計について、収集・構造化・利活用・永続保
存の四つの観点から解説する：
収集：Webコーパスを構築するためのWebテキストの収集はWebクローラを用いることに
よる。約 1億 URLを三か月ごとに収集し、一つの URLに対し、複数の版を取得する。
構造化：Webコーパスを言語研究に利用可能にするためものである。一般的なWebコーパス
で用いられている正規化技術・形態素解析だけでなく、係り受け解析・レジスタ推定を行い、
言語コーパスとしての信頼性を高める。
利活用：構造化されたデータから、言語研究に必要な語彙表/n-gramデータを整備する。100

億語規模のテキストから特定の形態論・統語論的パタンの事例を効率的に検索するアプリケー
ションを構築する。
永続保存：言語の経年変化を観察するための資料として、収集したコーパスはWebアーカイ
ブとして永続保存する。収集時期を時間軸とした組織化を行う。
表 2に概要設計を示す。以下、各項目について詳説する。

3.1 収集

Web テキストの収集手法はクローラの運用 (Remote harvesting)、コンテンツ会社からの提
供 (Database archiving)、検索エンジン/ソーシャルネットワーキングサービス会社が提供する
Web API(Transactional archiving)の利用などがある。本研究では継続的に収集を行うために、
バルク収集が可能なクローラ Heritrix (1) を運用する。Heritrixクローラは、wayback machine

と呼ばれる Web アーカイブに実績を持つ米国 Internet Archive が中心となり開発しているク
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ローラソフトウェアである。各国国立図書館がWebアーカイブを構築するために利用してお
り、日本では国立国会図書館がインターネット資料収集保存事業において利用している。アー
カイブの保存形式は、後述するWebアーカイブの標準化ファイル形式であるWARC形式が選
択できる。
各国国立図書館で運用するクローラは画像ファイル・音声ファイル・動画ファイルも含めた

バルク収集ができることが重要である。しかしながら本研究においてはテキストデータの収集
が主な目的であるために、.htmlファイル・.txtファイル・.xmlファイルに限定して収集する。
約 1億 URLをシード URLリストとして、年に 4回のペースで定点観測的にWebテキスト
とリンク-被リンク構造の収集を行う。収集対象は基本的に日本語のWebページとする。日本
語であればスパムサイト (splog)であろうと機械翻訳結果であろうと収集を行い保存する。外
国語などのデータは後述するレジスタ推定などにより定期収集対象から除外するが、収集した
ものを削除することは行わない。

2012年 7月に 100万 URL規模の第一次収集テスト、2012年 8-9月に 5000万 URL規模の
第二次収集テストを行い、クローラの設定を検討した結果、週次の収集量を 1000 万 URL 程
度とし、3か月ごとに 1億 URL規模の収集を行うことにした。2012年第四四半期から本収集
（第一期）開始し、2013年 1月現在、本収集（第二期）を行っている。今後一年かけて同様の
本収集を行い、URLの更新頻度推定などを行う。二年目以降は更新されない URLを収集範囲
から外したうえで、新しい URLを収集範囲として含め、収集範囲の拡充を行う。収集範囲の
拡充においては、代表性・均衡性ではなく網羅性を重要視する。コーパスの分布を特徴づける
統計量のうち、分散が大きくなるように、また、尖度が小さくなるようにするが、歪度につい
ては制御しない。

3.2 構造化

Webテキストは収集しただけではそのままコーパスとして用をなさない。以下では、HTML

タグ排除や文字コードの統制などの正規化、言語解析としての形態素解析、係り受け解析、
コーパスとしての母集団を規定するための基礎情報となるレジスタ推定について説明する。
正規化：収集したWebテキストは、HTMLタグを含んでいるだけでなく、文字コードが多様

である。さらに言語コーパスとして扱うためには、一般的に分析に利用される単位である文境
界の認定が必要になる。この HTMLタグの排除・文字コードの統制・文境界の認定をWebテ
キストの正規化と呼ぶ。Webデータの正規化については、2節に示した先行研究の中で、グー
グル「Web日本語 Nグラム第 1版」(2) が採用している手法が事実上の標準となっており、これ
に準じた正規化が行える日本語ウェブコーパス用ツールキット (nwc-toolkit) (3) が公開されて
いる。

Web テキストの正規化の問題のほかに、異なる URL で全く同じWeb ページであるかいな
か、同じ URLに対する異なる収集時期の版であるかいなかを検出する技術を重複性・同一性
検出と呼ぶ。重複性・同一性検出はWebページのハッシュ値比較により行うことが一般的で
あるが、本研究でも同様の重複性・同一性検出を行う。
形態素解析：収集し、正規化を行ったWebテキストに対して、形態素解析を行う。UniDic
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が採用している国語研短単位は形態論的な情報に基づき、単位に斉一性があり、音韻的な情報
が豊富であり、音韻論・形態論的な言語分析を行うには適した単位である。日本語教育などの
分野で行われるコロケーション分析では、国語研短単位では粒度が細かく、より長い単位であ
る国語研長単位で言語分析を行う傾向にある。一方、係り受けなどの統語分析を行う研究者
は、UniDic が採用している可能性による品詞体系では必要な情報が可能性の名のもとに未定
義となり利用できないため、益岡・田窪文法に基づく品詞体系とその品詞に基づいた文節単位
を利用する傾向にある。さらに、言語処理の研究者でWeb上に頻出する辞書に登録されない
形態を中心に分析するものもいる。
このような多様な利用者を想定して、本研究では形態素解析手法として、MeCab(4) /UniDic(5)

による国語研短単位解析、汎用チャンカー CRF++ (6) による国語研長単位解析、JUMAN (7) に
よる益岡・田窪品詞体系に基づく解析、ベイズ階層言語モデルによる教師なし形態素解析持橋
ほか (2009)の四つを利用する。
係り受け解析：形態論情報において多様な品詞体系・単位が選択されるように、係り受けア
ノテーション基準もコーパス間で差異がある (浅原 (2013))。係り受け解析手法として、京都大
学テキストコーパス(8) の基準に基づいて学習した CaboCha (9) （益岡・田窪品詞体系に基づく
形態論情報）・BCCWJ基準 (浅原・松本 (2013))に基づいて学習した CaboCha（UniDic品詞
体系に基づく形態論情報・国語研文節単位）の二つを利用し、双方の基準による係り受け木を
作成する。
レジスタ推定：言語学の観点からすると、Webコーパスの信頼性を下げる大きな要因のひと
つは、収集されたテキストがどのような目的で書かれているかというレジスタ情報の欠落であ
る。そのため本コーパスでは、収集されたWebページのレジスタ推定を実施する。
収集の時点では、シード URLからリンク構造をたどることによりクロールするため、自然
言語コーパスとして均衡性・代表性を持たせた母集団を規定することが困難である。分散を大
きく、尖度を小さくするようなクローラ運用ポリシーにより網羅性を重視したうえで、あらか
じめ文書分類的な手法を用いて適切な部分サンプル集合をレジスタとして規定することによ
り、この問題を緩和する。
具体的には、外国語・スパムサイト (splog)・機械翻訳や機械生成されたテキストで非文法的
なものを排除するための分類（(半) 教師あり機械学習）、BCCWJ に付与された各種メタデー
タ・ファイル単位アノテーションを推定するための分類（(半)教師あり機械学習）、クラスタリ
ングに基づく分類（教師なし機械学習）などを検討している。教師あり機械学習は、多クラス
のトランスダクティブ SVM (10) による境界事例分析と、ランダムフォレスト法やブースティ
ング法(11) による有効特徴量分析を行い、クラスタリングによる分類については得られたクラ
スタに対して言語学（文体論）的な見地からの分析を行う。教師なし機械学習においては、文
書集合をどのような特徴量空間に写像するか (持橋ほか (2005))の検討を行う。

3.3 利活用

構造化されたコーパスとして利活用していくうえで必要な環境整備について、検索アプリ
ケーション と語彙表・n-gram頻度情報 について説明する。また利活用の事例として想定し
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ている言語解析技術への利用についても述べる。
検索アプリケーション：構築したコーパスを計算機の扱いが不得手な研究者が利用可能にす
るために、高速な検索アプリケーションを提供する。レジスタに基づいた絞込（ファセット
ナビゲーション）を可能にする高速文字列検索機能、コーパス検索アプリケーション「中納
言」(12) のような品詞情報に基づいた検索機能、コーパスアノテーション支援環境「ChaKi」(13)

の Dependency Searchのような係り受けの部分木構造に基づいた検索機能を、100億語規模で
現実的に動作する機能に絞って提供する予定である。
語彙表・n-gram 頻度情報：3 カ月おきにクロールするデータに対して構造化を行ったうえ

で、語彙表 (1-gram頻度情報;形態論情報を含む;出現形に基づく)・文字列上の n-gram頻度・
形態素列上の n-gram頻度情報 (n ≥ 1;形態論情報を含まない;基本形に基づく)・文節係り受け
木上の部分木頻度情報を収集時期ごとに区切られたサンプル単位で取得する予定である。尚、
この語彙表・n-gram 頻度情報を得る母集団は、分散を大きく尖度を小さくするように収集を
行うが、歪度については制御しないために代表性は担保されない。n-gram データの構築には
FREQT(14) を利用する。また、別処理により、HTMLタグの頻度情報・リンク-被リンク関係・
同一コンテンツ関係などWebテキスト特有の情報を取得し保持する。可能であれば、レジス
タ推定時にこれらの情報を活用する。
言語解析技術への利用：得られたコーパスを用いた言語解析技術の向上手法について検討
を行う。形態素解析においては、教師なし形態素解析技術や未知語処理技術により得られた
UniDic 未登録語について、人手で形態論情報を付与することにより辞書の拡充を行う。他の
言語解析器については、教師なし機械学習に基づく手法の n-gram頻度情報や部分木頻度情報
を用いた各種言語解析技術の性能改善手法について検討を行う。

3.4 永続保存

収集したデータは言語の経年変化を分析するための基礎データとするために永続保存する。
IIPC(International Internet Preservation Consortium)(15) における各国国立図書館の活動動向を
見ながら、保存のための構造化を行う。
具体的には Heritrixで収集されたデータは、Webアーカイブの保存形式の国際標準WARC

形式(16) で保存する。WARC ファイルは Internet Archive が公開している Wayback Machine
(17) と同じ機能を持つハーベストソフトウェア Open Source Wayback(18) と、情報検索システ
ム NutchWAX (Nutch Web Archive eXtension) (19) により構造化し、Webアーカイブとしての
情報アクセスを可能にする。また、選択的なWebクロールを可能にするためのキュレーショ
ンツールWCT (Web Curator Tool)(20) の技術調査を行う。日本におけるコーパス言語学は、表
層的な情報を用いた統計的手法に基づく分析に偏重しがちだが、用例・事例分析に基づくキュ
レーション分析に回帰すべく、アノテーションを効率的に行う環境を構築する。
最後に、長期保存可能な記憶媒体を機構内外に確保し、収集し構造化したデータの保存に努

める。
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4. おわりに

本稿では、現在国立国語研究所コーパス開発センターの「超大規模コーパス構築プロジェク
ト」で整備を進めているWebスケールのコーパスの概要設計を解説した。表 3に現状の工程
表を示す。
以下、進捗について示す。2011年度後半に計画立案を行った。2012年度は主に収集技術・
テキストの正規化技術・形態素解析技術・文字列検索技術・保存技術の調査を行った。収集技
術に関しては実際にクローラの運用テストを行いながら運用規則の策定を行い、現在クローラ
の本運用を開始している。今後定期的に運用規則を見直しながら収集作業をすすめていきた
い。またテキストの正規化・形態素解析の構造化環境を構築し、係り受け解析のテスト環境を
構築中である。2013 年度は、テキストの正規化技術・形態素解析関連技術を運用レベルにあ
げ、文字列検索技術の調達を開始する。係り受け解析技術の既存技術については調査を行うと
ともに年度末までに運用レベルにする。技術調査としてはレジスタ分析技術と品詞・係り受け
構造に基づく検索技術を対象とする。2014年度以降、細部については修正の可能性もあるが、
大方はこの工程表に準じて構築をすすめる予定である。
本研究に関する意見・要望・疑問点などについては第一著者まで。
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